
平成™™年˜™月™˜日 火曜日 (号外第™�—号)官 報
二
十
六

第
二
e

二
章
第
六
規
則
３
を
3.1
と
し
、
新
た
な
3.1
の
次
に
3.2
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七

月
一
日
効
力
発
生
）

3.2

二
千
八
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
に
お
け
る
一
次

甲
板
床
張
り
は
、
温
度
上
昇
に
よ
つ
て
煙
若
し
く
は
有
毒
物
質
の
発
生
の
危
険
又
は
爆
発
の
危
険
が
生
ず
る
こ

と
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
火
災
試
験
方
法
コ
ー
ド
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
七

第
二
e

二
章
第
七
規
則
2.3
の
次
に
2.4
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

2.4

旅
客
船
の
た
め
の
固
定
式
火
災
探
知
警
報
装
置
は
、
各
探
知
機
及
び
手
動
発
信
器
が
遠
隔
か
ら
及
び
個
別
に

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
八

第
二
e

二
章
第
七
規
則
5.2
及
び

5.3.1
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
一
文
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日

効
力
発
生
）

キ
ャ
ビ
ン
に
取
り
付
け
た
探
知
器
は
、
作
動
し
た
場
合
に
は
、
当
該
探
知
器
が
置
か
れ
た
場
所
に
お
い
て
可
聴
警

報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
は
発
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
九

第
二
e

二
章
第
七
規
則
9.4
の
次
に
10
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

10

旅
客
船
に
お
け
る
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の
保
護

第
五
規
則
3.4
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
に
お
け
る
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
当
該
バ
ル
コ
ニ
ー
に
お

け
る
家
具
及
び
備
品
が
第
三
規
則
40.1
か
ら
40.3
ま
で
、
40.6
及
び
40.7
の
規
定
に
定
義
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
火

災
安
全
設
備
コ
ー
ド
の
規
定
に
適
合
す
る
固
定
式
火
災
探
知
警
報
装
置
を
備
え
る
。

三
十

第
二
e

二
章
第
八
規
則
２
の
末
尾
に
次
の
一
文
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

安
全
セ
ン
タ
ー
の
通
風
装
置
は
、
隣
接
す
る
主
垂
直
区
域
に
置
か
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
船
橋
の
通
風
装
置
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
十
一

第
二
e

二
章
第
九
規
則

2.2.3.2
中
、
.2
b
の
「
売
店
」
を
削
り
、
.2
c
に
「
売
店
」
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年

七
月
一
日
効
力
発
生
）

三
十
二

第
二
e

二
章
第
九
規
則
の
表
9.3
及
び
9.4
の
注
ｃ
の
末
尾
に
、
次
の
一
文
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一

日
効
力
発
生
）

船
橋
と
安
全
セ
ン
タ
ー
と
の
間
の
仕
切
り
に
つ
い
て
は
、
当
該
安
全
セ
ン
タ
ー
が
船
橋
内
に
あ
る
と
き
は
、
耐
火

性
を
要
し
な
い
。

三
十
三

第
二
e

二
章
第
九
規
則

2.2.5.2
の
次
に

2.2.6
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

2.2.6

キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の
配
置

二
千
八
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
に
お
い
て
は
、
隣
接
す
る
キ
ャ
ビ
ン
・
バ
ル
コ
ニ
ー
を

仕
切
る
無
負
荷
の
部
分
隔
壁
は
、
消
火
の
目
的
の
た
め
、
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
乗
組
員
に
よ
つ
て
開
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
十
四

第
二
e

二
章
第
九
規
則

2.2.6
の
次
に

2.2.7
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

2.2.7

ア
ト
リ
ウ
ム
の
保
護

2.2.7.1

ア
ト
リ
ウ
ム
は
、
表
9.2
及
び
9.4
に
従
つ
て
決
定
さ
れ
る
耐
火
性
を
有
す
る
「
Ａ
」
級
仕
切
り
で
形
成
す

る
囲
壁
内
に
設
け
る
。

2.2.7.2

ア
ト
リ
ウ
ム
内
で
区
域
を
仕
切
る
甲
板
は
、
表
9.2
及
び
9.4
に
従
つ
て
決
定
さ
れ
る
耐
火
性
を
有
す
る
。

三
十
五

第
二
e

二
章
第
九
規
則

4.1.1.2
を

4.1.1.3
と
し
、
そ
の
後
の
番
号
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
下
げ
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一

日
効
力
発
生
）

三
十
六

第
二
e

二
章
第
九
規
則

4.1.1.2
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

枠
の
一
部
で
あ
る
敷
居
な
し
で
承
認
さ
れ
た
戸
で
あ
つ
て
二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
、
当

該
戸
の
下
の
す
き
間
が
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
燃
性
の
敷
居

は
、
敷
物
が
閉
鎖
さ
れ
た
戸
の
下
に
及
ば
な
い
よ
う
、
当
該
戸
の
下
に
設
置
す
る
。

三
十
七

第
二
e

二
章
第
九
規
則

4.1.2.1
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

枠
の
一
部
で
あ
る
敷
居
な
し
で
承
認
さ
れ
た
戸
で
あ
つ
て
二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
、
当

該
戸
の
下
の
す
き
間
が
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
十
八

第
二
e

二
章
第
九
規
則

4.1.3.3
中
、
.2
の
次
に
.3
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力

発
生
）.3

国
際
海
事
機
関
が
承
認
し
た
指
針
に
基
づ
き
試
験
さ
れ
、
及
び
承
認
さ
れ
た
噴
霧
ノ
ズ
ル

三
十
九

第
二
e

二
章
第
九
規
則

4.2.1
の
前
段
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

枠
の
一
部
で
あ
る
敷
居
な
し
で
「
Ａ
」
級
と
し
て
承
認
さ
れ
た
戸
で
あ
つ
て
二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
設
置
さ

れ
た
も
の
は
、
当
該
戸
の
下
の
す
き
間
が
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
及
び
不
燃
性
の
敷
居
が
敷
物
が
閉
鎖
さ

れ
た
戸
の
下
に
及
ば
な
い
よ
う
、
当
該
戸
の
下
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
枠
の
一
部
で
あ
る
敷
居
な
し
で

「
Ｂ
級
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た
戸
で
あ
つ
て
二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
、
当
該
戸
の
下
の
す

き
間
が
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
十

第
二
e

二
章
第
九
規
則

7.1.1
中
、
前
段
及
び
後
段
の
「
不
燃
性
」
を
「
鋼
又
は
こ
れ
と
同
等
の
」
に
改
め
る
。（
平

成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

四
十
一

第
二
e

二
章
第
九
規
則

7.1.1
中
、
.1
の
冒
頭
に
、「

7.1.1.2
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
」
を
加
え
る
。（
平
成
二
十
二

年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

四
十
二

第
二
e

二
章
第
九
規
則

7.1.1
中
、
.1
の
次
に
.2
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
、
そ
の
後
の
番
号
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り

下
げ
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

.2

二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
お
い
て
は
、
ダ
ク
ト
は
、
耐
熱
の
不
燃
性
材
料
で
造

る
も
の
と
し
、
当
該
ダ
ク
ト
の
内
外
面
に
炎
の
広
が
り
が
遅
い
特
性
を
有
す
る
上
張
り
で
あ
つ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
合
に
使
用
さ
れ
る
厚
さ
の
発
熱
量
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四
十
五
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
を
超
え

な
い
値
を
有
す
る
も
の
を
施
し
得
る
こ
と
。
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